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12月定例会の日程 12月定例会の日程 12月定例会の日程 

編 集 後 記編 集 後 記

残暑厳しい中に開会された第四回定例会も９
月26日に終了しました。この議会だよりが皆様
のお手元に届く頃は、冬ももうそこまで来てい
ることでしょう。風邪などに負けないよう健康
に留意していただきたいと存じます。
今回の９月議会の議案は、予算関係３件、条

例関係６件、その他６件の合計15件でありまし
た。また、一般質問は９月12・13日の２日間で、
10人が行いました。
「飲酒運転根絶に関する決議」を議員提出第７
号として満場一致で決議いたしました。折しも
忘年会・新年会のシーズンに突入する時期です。
飲酒運転に甘い日本の社会の悪習をぬぐい去る
べく「飲んだら運転しない・させない」を市民
一丸となって実行していきましょう。
また、地場産業である窯業界には、「大激震」

が発生しており、議会としても何か打つ手はな
いものかと苦慮しておりますが…。
11月26日より今年最後の定例会が開かれます。

市民の皆様からご意見・ご質問等お寄せくださ
れば幸いです。 （文責　楓　博元）
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議会だよりが、土岐市役所ホームページから、

聴くことができます。（平成19年８月15日号から）

土岐市役所ホームページ　⇒市議会　⇒議会だ

より　⇒平成19年11月15日号　⇒音声

お問い合わせは、議会事務局まで

声 の 議 会 だ よ り

交通事故のない安全で明るい街づくりは、私
たち土岐市民の切実な願いです。
しかしながら、平成14年の飲酒運転に対する

厳罰化や関係機関・団体の懸命な努力にもかか
わらず、多くの方が交通事故の犠牲となってい
る。
この状況下において、昨年、幼い三人の尊い

命を奪い、幸せな家庭を一瞬にして崩壊させた
飲酒運転に起因した交通事故は、国民に大きな
衝撃と深い悲しみをもたらし、飲酒運転の怖さ
をあらためて痛感させられた。
また、飲酒運転を絶対に許さないとする遺族、

被害者等の強い思いが反映され、飲酒運転のさ
らなる厳罰化を柱とする「道路交通法の一部を
改正する法律」が６月に公布された。
そのため、こうした悲劇を二度と繰り返さな

いよう、市民と共に飲酒運転を根絶する決意を
新たにする必要がある。
飲酒運転根絶のためには、運転者の交通安全

意識の向上はもとより、家庭や職場、さらには
地域が一体となって、「飲酒運転は絶対しない、
させない」、「土岐市民から被害者も加害者もだ
さない」という社会環境を醸成していくことが
重要である。
よって、本議会は、市を始め関係機関・団体

との連携を強化し、市民と一体となって飲酒運
転の根絶に向け、全力を挙げて取り組むことを
決議する。
平成19年９月26日

土岐市議会

飲酒運転根絶に関する決議書


